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電車通り沿いの塀は現在も硬石山の石材か用いられてい

る.･冬を越して穴ぼζ想らげになっ旭市内の遣踏ぽ､

敷かれてあるあのにくらしい角礫も大部分硬石山か

ら運ばれてき花ものである.こうして札幌市罵の饗

しと豊平川や硬春山石切山とは今も音些かわりな

く深くつな添っているわはである｡

(繁劇嚢北灘遺大学理学部)

文献

小山内煕1杉本良也1北川方溺(蝸6):§万分の至地質問幅

｢札幌j抽よび岡説明葦北海道地下資源調査所

生屠繁雄1小山内煕(螂6):§滋分の至地質鰯糧閉山潟よ

び岡説閑欝耽海道飽下資源調査蔵

野崎幸子(1957)1札幌郡豊平町硬春山宥英安山砦体の岩看学的

研究北海道大学率論(手記)

欝菖鰯灘寵糟蘭方の孫鋤胸鰭繍艦隊鐙欝藁湯

大鰯翻雄

札幌の6月は'ライラックの花の香か漂いガラツと

乾燥したもっとも快適な季節である､本州の梅雨のじ

めじめした沖積平野から札幌へ蜜た人たちは石狩川の

沖積平野の上の札幌の快適さ紀ついて気象条件の差だ

けでは説明できないものを肌で感泣篭である雪珀ζ

あ秘密はぜこにあ蕎のだるラ串札幌周辺のアイ累譜地

名を研究している山蘭(搬髄)は次の次多に記述してい

る｡苦くがら大地名化レ花札幌の地名の起源はよく判

らないが和人の調録陀残っ花頃からのアイ翼の呼称は

だいたいサッポ隊(あるいはシャツ栄滋)の音であった

この音で慣用している大花ちは松浦斌四郎蘭謁の申で

伝免られたようにサヅボ罵(乾い液1大慈い)と鴬

簸

識していたと思われる｡そうじて地形上現在⑫南9

条橋から繭22条橘村近のパラ1ピウ労(広い1石川原)

の辺の川かサッ斌燃の地名⑳元来の場所花お考免られ

るのではながるうかを結んでいる｡ここ紀札幌の街

の乾燥し危地盤の生い立もがしめきれでいる,すなわ

ち札幌市の旧市街は豊単州の薦状地の上忙発達む花も･

のである.この扇状地堆積物は乾燥した比較的安憲

な地盤とビｰル紀欠くことの出来ないおいしい豊當な地

下水とを供給してくれている｡

石狩川下流域に位置する札椀が石狩川による堆積物

の上にはなく豊平川の扇状地の上にあること秘札幌

周辺の鶏四系の特徴をほっきりと示している申すなわ

ち宥狩川は支笏カルデラ湖に由来する降下軽宥堆積

物秘権穣する凄では太平洋側の勇払付近に河口を有し

てい花こをか凶則漢か(螂4)の資料から維測養れる｡

このこと獄江別～当別を結ぶ線付近を境として洪積微

の石狩平野の堆積盆が異なっていたことを示すものであ

る.その液めこれまで時代的にはあま算藻異淋な
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級嚢1ま裏む

養琴;まま蔦辱葦か

いと考免られている日本海側の獅子内層1伊達山綴と太

平洋側の野幌層との関係やそれ曇⑳地層からなる段丘

面の対比などに多くの問題秘未解決の蜜漢残されてい

る.それではこの二つの堆積盆の堆積物を代表する

獅子内層を野幌層との巡検を次の鴛一スでたどってみ

よう唖

巡検纈一ス

札鰯大通り公園鹸紋葉山砂丘蔓峻獅子内(獅子

内層と伊達山層)童唆江別姓詮北広島脅江別砂利敵場

(野暢層)型盆札縄

大通り公園～組繁山砂丘

大通り公園の両側に整然と並ぶビルディングは豊平

川扇状地堆積物の上に基礎をおいている｡この辺の地

盤はボｰリング柱状図に屍られるように50㎜にもお

よぶ厚い礫層が発達している.この摩い襟層中の水を

多くのビルで揚水泳るために地下水位がさがって北

大植物園の池をはじめ市内の多くのメム(泉)は枯れ

てしまった｡しかしこの扇状地ではいまだ地盤沈

下の公害はきかれない.この安定した扇状地礫層は

石狩川に内かって地下へ伏在していくとともにこの上

に泥炭が発達し北海道特有の原野の景観が広かってい

く｡

煙島些腔ん租苧葛

ζ茨戸Jパ茅1ト(広い1沼)から椛酔Jハナ1ウ

ン1グル(川下1の画人)にい花る沼地の付近一帯は

縄文海侵解明の手掛りを与党る多くの遺跡秘分布する｡

紅葉山砂昆は看狩海棒線の§～6㎞の内側を約蝸ぬ

にわたりて追跡される､ζの砂丘は江別市付近塞で

侵入し危海⑳ゆりぐりし彪海退峰よりて形成されたも⑳

である&いう暗黙の了解秘な凄れて以来その形成吏ぽ

ついて検討を加丸られ恕ζ&淡なかっ危茗最近裏で

札幌市周辺悠実施慈れた多くの泰一リング欝料によって

も有楽町層ぽ匹敵するよ雪な海成層は報音されておら

ず海成凍積統の分布は紅葉山砂丘の箪南端部はかぎ

られている､筆春(王96§)は札幌市周遡の山Qほか

(螂逸)⑳電気検層團をもと終し施栄一リング資料紀基づ

き砂丘の内側に発達する離層層準1堆積機構について

検討するととも紀紐葉山砂丘の北東延長部あ低位段丘

が合する地点の外側か島縄文早期の尖蟻土籍を発屍し忠

ことをもと記しで紅葉出砂歴は洪積統からなるζとを

述べ恕占�
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婿緒段途紡浦図

(短馳鰯)

欝餐鰯

菊狩川像地帯三角点標鵜毅鋤

籍纏艦図(山漫王鰯)
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石狩段蛍

石狩の河口をフ皿リｰで渡って八幡町へ行くと石

狩丘陵の南端に石狩段丘を呼ばれてきたみごとな海岸

段丘灘淋屍られる.かって田上(王蜘)はこれら

の段丘灘を2段(望来段丘と高簡段丘)に分はその後

長属(夏脳0)は4段(獅子内面1大浜繭1細津狩繭およ

び高岡面)に分類した.垣兇(工蛎8)は7つの高さ

1開析度1堆積物のそれぞれ異なる平たん爾を認めたか

その形成された時代を加味して2つの段丘麟に犬区分し

た｡

高位段丘群

(先地蔵湖面)

この地域の段丘地形の特徴を

している｡

4,細津狩凄丘は正利冠南斜軸部で大きく陸側紀はいり込み

蜜危もっとも傭い高岡段途は肉錦軸鰍ζのみ分布してい

る

上記のことから石狩段猛は

造と癌擦に関係しっψ)形成され

基盤の新第三系の大構

形成の後もなおそれ

至蓬～鰯臓

鑓～3§猟

畿～§0撤

熊鮒

劔～術獺

㌘い秘～馳繊

徽～夏⑪餐～鱒搬

垣屍は次のよう紀要約

1.本地域の山地は俊別鴛斜軸部に勅らわれ段丘地形は

これをとりまくように公布している

2.地蔵沢段丘･聚當段毘および如津狩段丘はともぽ俊別背

斜軸部でもっとも高くそ叔から遠ざかる従棚て低くなる

煩陶を有す

3｡聚富段丘のうちもりとも低い堀頭面の分弗は涯刹冠南

斜軸部と一致している

簾㌢灘翻子内層の雌機具徽�
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欝!表獅子内層産二校測蜻讃麟江(19闘)1は義

1)λ漱濃(双)細鎗拙(怨⑩蓄瓜Q)

蟹)ル鰯曇鰍縦鮒磁灼蝸鑓A燃驚

3)戸脇あ餅鰍榊滅㈱鋤蝋搬夏搬)

4)λ㎜ゐ禰楓)義榊蛾㈱菱(雛駅醐慨)

蟻)十C陀閉携樹郷義顯鎧鰍滋猟③燃臓

6)α洲榊称燦鮒撚鰍慧Q概搬鮒)

7)〃伽ク鰯鮒鰯鯛鮒D鰯毅

8)C肱榊帥鋤㈱㈱遂ぷ磁鰯鑑徽菰U馳泌炎

婁)α｡鰍彬楓駆㎜A災醐)

ゆ施物ψ刎㈱郷鰯藪戴泌(狐Y)

ユ豆)五綱吻〃1僚鰍紡鮒ξ榊至磁銘(賊Q獺でAGU)

12)加㈱紬叩.(鴛董,成.鵬臓鰹至)

13)0∫肋α(α)麿紬刎γ貰㌶鵬腿湯

ユ4)十び楓醤ガ6α76ξ楓舳ゑ露艀菖滋絆銘麦㌢C姜笈く)YA二M二A

15)K(C.)允榊幽燃軌贈SIN

16)Cor脇泌メ砂｡〃加嘗黛㎜笈

閉舶2伽〃伽"吻(G0帆｡)

醐む〃曲0〃“p.

星9)ム閉加舳""""あ勉(REEVl≡:)

婁⑪)ヰ〃獅2〃｡o〃伽幽旭(YOKOYAMA)

黛至)令搬｡加細罵麦鰯(TOKUNAG底)

鋤倣織㈱磁鰍鰯蜥祭欄細微(o鵬賞及棚)

瀦)α漉繊細挑鋤⑫榊維(c総督酬丁駅)

24)跳エ{伽㈱ゑωゆ舳賊燃(S0棚疋BY)

25)〃;伽r吻ακ鷹童㌶鮒榔⑫蝿麦(GOリなD)･

26)扮肋〃ω幻蜜幽㈱奴L鰐C獺鵬)

嚢㌢)夙(双)鑑維£鎚触(憲｡棚鰯Y)

鰯)猟徽㈱抽(盗.)細紬幽磁(o麟鴬A湖)

鰯)助鋤楓斑昔)㈱蝋獲鯛遣)

馳)戸繊郷刎080伽鰯ξ伽閉如勿(C0淑RAD)

瓢)猟憾鮫鮒鰯鯛鰯麦重笈㎜急⑪鶯A轟裏H鵡E

鋤滋燃㈱鰯鴛董､級鰍醐蛾響｡腕搬衡猟)

鋸)一窃滋海麦鋤維灘(縁破施泌)

灘将猟滋搬鵜瀦継幽滋(獲蝸艦鍛参

勤搬灘雛幻磁燃鋤蕊淡蟻繊慧

雛)施滋顯姦鮒紬磁鰍鮒鰍総(鑓箆鰯臓祭酌

雛)燃鱒糞榊燃磁鐙滋搬鷲

幾)纒欄鋼㈱雛絃搬繍婁笈｡災惣繋郷繊

搬)獅磁滋搬窺菱､維鐙鋲麦笛鰯箆

○

伀

伀

伀

伀

伀

伀

伀

○

伀

伀

○

伀

伀

伀

○

伀

伀

伀

�

儀

儀

伀

伀

伀

伀

伀

伀

伀

○

○

伀

伀

�

伀

儀

　

�

伀

�

③

�

③

o≡

①'

①

伀

伀

伀

伀

伀

伀

伀

伀

○

③

儀

③

儀

①

蔭紀漢配蜜れてい叙すな勅も新鍋蓋第機穣後⑳鰯

繭藻動は看狩段狂形成樽縞茨び形成後愁な潟続帖

れ鷲満&艦麓篶瀞鴻｡

芯の鋤域⑳地盤褒動は炎湿藪無⑫泳醸測蟹蜜盤礎縫

じ聯鰍～遂峰繊妨で搬政渕修愁鞍織濠愁淑軌淀

独屋(鵡鑓)鰯婁鏑点擦商嚢動鰯隠琢慧籾篭褒勤縫宥

狩偶地紀触叱添掻陵地は隆起⑳頓陶熔海蕃慧鋤雌

測護托款次総意舵婆段鍾螢催顯てい蕃籍鰯頚ζつ

いて葡述す鳶

計7エ種の鑑定をおこなったその後藤江(蝸8)は

二枚貝32種を記載するとともにこれ襲でリストアップ

された二枚員を第夏表のようぽ報告し淀

筆者1佐竹(19錫)の貝類相よりも筆背ほか(1966)のサ

ロマ湖の異類相によくにている量とく紀サ酒マ湖の

同じ産地から高柳(醐3)は籍蒙表のよ多な宥孔虫

を報告した高勧はこれら有孔衷化肴から本属は

北海道紀おける代表的な海成旧洪積世の釧路層よりもや

や寒倫な海況紀堆積し淀ものと艦論している｡

獅手内層は北海道の海成煩洪積統の代表的なもののひ

とつをされているが旧戦積統である証拠は少なく中

位段丘繭形成以前の堆積物で勘るζをしかわからない.

その化宥内容は現接種と全く褒らない｡

鰯華碗鰯

奉鰯は圭をして掬汰の嵐嫁な宋凝園の砂湯泌な砂

礫質部を少なからず含ん廼いる曲抄層の破獄岡磨さ

れた先第三系の珪岩1砂岩1粘板嵩な星と篤玉藻の流

締鐘出鱈

垣屍(蝸籔)紀よると本属は主として灰亀～青豚色

の粘土為よびシルトからなり砂1礫を撚有し一般ビ

分級がよく行なわれている.粘土層のなかには植物室�
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策2表獅子内属産育孔虫化石(高楓19鴎)

亙螂肋伽〃燃卿(c鵬貰賊触)

Q滋榊吻伽搬麦差㈱鮒事触婁磁紗｡艮醐GNy

9.η〃"冴ακ皇欲()只BIGNY

G舳泌拠少鮒沸鰯(COSHMAN&OZAWA)

P∫舳必伽如榊砂脇脇黒p.

州㈱わ"ゴ砂㈱麦鰯ASANO

為鰍ゐ卿加撚メ幼㈱鉦螂燃愈嚢AN◎

屈紬亮麦易菱灘燃α3㈱灘繊(CUS賞㈱)

汲麦鮒鮒赦燃㌶鰯㈱鰍鰍｡Us貸脱螂

及メ刎∫鰍麦(CUS賞㈱)

垣,屋洲絃榊鰍繍愈sA賊｡

腕6勅伽陶磁雛繍燃麦榊(遂沿艇鵬NY)

肋'ω･1舳`〃鰍晦幽(肥り鑓プ

jD如6ψ泌狛〃{擁拠滋撚鵡轟珂灘虜禦麦(CUS買賊榔)

〃.c£勿搬ぬ(棚し㌃脳讐③㌶)

以胴張側1鮒叙丁遺愛GU箆賊)

及珍㈱身あ奇メ浅叙曲事(cUs鶯脇N)

鮎夢磁磁岐屡鮒鰯磁(LIN鷲鮎Us)

δ脇滅燃肋幽差楓W枇汲服鐙JACOB)

化石の破片を含み亜炭も挾在する.地層はほとん

ど水平に堆積し湖沼成堆積物のような産状を呈す

伊達山層と獅子内層との関係はい凄想明確ではない茗

しかし獅子内層賦大沢付近ではその上部に粘土層を

介在する波夢紀なり傾斜も水軍紀近くなること本地

滅の伊蓬泌綴は模式地のそれぷり砂礫層を多く鞭崔す

るζを潟淡ぴζの堆積物秘低位段症を形成している

ζをから獅子内層ぶりも新しい低層であるを確定慈れ

る缶した添って添層は獅子湾層の上部と同時異相

ないし獅子内層の上終整合的に累璽する関係紀彪るもの

と思われている.

次に本庄睦男の小説崎狩川の舞台当別町を後

にして対岸の江別市へ肉かう.石持川はかつて江

別から南下して太平洋は注いでい花が支笏カルデラに

由来する噴出物によりて堰止められこの何近を帯芯悠

して大きな沼沢地をつく鶯淀缶その名残蝪瀬陶原野

｡馬追沼1長都沼療婆縦み蔭杓る抽慧樽広犬な泥炭地

は今な為洪水とが鉤震の愁び悠爽慧漆被蜜を嚢敏愁

いる.この泥炭地の衝労悠野幌層⑳分布練鳶灘幌遼

陵がある.

野幌丘陵

この地域は佐冷1森谷(螂亙)秘調餐じで以降積

狩低地帯グ/レｰブが燭翻⑬数集閥鰹細花嚇芯調査泌瀞ミ

る.この野幌丘陵の鍬形繭は蝦狩低地帯嫁荻一繁熔

よって図のように報省き舵懇》満､'慧れ蔭⑳潔猛は

石狩丘陵の段丘面ぬ対厳戒藩畿低位段湿淋漆別段澄

中位段丘が野幌段丘薦位段撞秘輪厚段虚潟畿び竹胸段

丘に相当しよう.

樽醐層

綬

シ川･粘土簿朋

繊､榊二まビリ細粒砂

鮒砂棚1.シ,!け滅

磯

繊鰍鮎1L.1㌧!/l･蝸

洲:

シゆトまじリ微御社砂

総十

合礫細粒砂

野幌鰯

本層全体を連続して観察で慧るところは少ないが申

の沢音江別州砂利取場ぽ比較的好露出秘みられる苗

俊冷1森谷(1951)によると本属を構成するものは

未凝園の砂1機を主とし火山灰および粘土を挾む累層

でその岩相変化か著しい.醒炭を挟み鮎偽層"か著

しいことから三衛州的な堆積物と維定している｡ただ

しその岸部ぽ顕繋な脊粘土層が勅ゆ海棲貝化宥を多産

する･その砦質の組合せから本属は上中下の

警層紀分けられている

下都磯宥狩低地帯グルｰブの狭義の野鰯層紀相警

し輸摩川中流1音江別川砂利操取場でみられる重層

厚は下限不朗のため明らかでないが望O搬以上ああラ､

岩相は砂礫および青灰儀シルトで木片1亜炭を挟む由

砂礫は音江別川砂利取揚で採取されている山砂利によっ

て代表慈れる､なおこの山砂利は馬追丘陵の西側斜

欝議鰯

灘綴澄嬢錐瀦臓露鈴鰯

(積猪鑑錐欝グ拠一プ至鱗葦�
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策3表脅江別川砂剃雛艦

野幌層中都より産す薦他蝦

��畳�

���灯�

Cε〃｡閉"`伽鰍刎"(REEVE)

C尻1oτo蛇｡榊炊挑如5(TAPPARONE-CANEFRI)

肋棚伽ξ棚加〃1"(GMELIN)

H0刎〃ψ0舳螂α徽州伽肋糀(GOULD)

工ξ〃｡τ加αci伽閉ゐ励磁7麦獺(SC滋RENCK)

N砂肋〃伽αr肱杓室鉦｡(BE長NARDI)

〈rω卯毎"(GZo∫3碗加エ)"伽榊ω(双OQING)

双鮒3伽カ〃'細鋤㍑㈱募撚鮫GOL服OVetKUSS搬聰

06榊幽閉脇幽杵刎｡擁楓SM至TH)

0刎ク加脇5他3腕伽(GMELIN)

P蜥㎝2列αω(BRUGUI亙RE)

1…αカ勿"α3尻｡〃腋喜麦忽閉αC黛⑬SSE

7とαo""{雌加絨亮㈱憲破榊攻DESHAYES)

σ肋｡理鋤刎ω吻〃伽(KIENER)

Pel㏄ypoda

λ閉"ゐτωゐ"o"g"o刎杉(SCHR1≡:NCK)

λ蜘刎加脇6絨4DAUTZEBBERGetFISCHER

λ形獺あ｡鮒鮒磁j⑪US甑AU概

C棚鰍泌加榊秤㍑紬夢鰍鰍3知器り黛ODA

C倣薯鮒銘榊機藩抵郷丁登UN遭登RG

D㈱加加ゴψ㈱多鵬(淀猛EVE)

伽麦価〃独㈱ま奴GOU見D)

槻鮒醐他産⑳細鰯郷如MAK㎎A腋A

〃α6ε榊閉搬鮒弛榊紅R逸亘∀箆

1ヤ｡'o富み認書詔メ藍姦鍛奪嫁3麦苫(LISC脳溢)

3倣滅㎝燃枇功鮒滅鮒(SOW瞭蹴)

助麦脇如燃加伽㈱ま孟(sc鐵鯉N蝋)

耽紬多滅紬鋤雛鮒鰍(淡､及D及滅警級黛駆聡)

砕幼粥紬雁紬鰍麦鰍燃貸脳s般x

眺卯榊8舷郷父員0N獲買災G

灰碗吻カ〃脇泌α(ADA鮎Se童災遣猛y滋)

曲1例〃5阻

L{〃幽1"sp.

南漢で追跡され採掘の対象となっている

3表にしめすものである､

蔓の化看の密集帝紀は

束鰯鰯現在花海道支所で看狩平野の野幌層を調

査申であるカ婁石狩低地帯グルｰプの酉の璽層がこの

中部層に相当するものであろう.本属は濃青竜時

に緑灰色を帯び液粘土層を主体とするが青灰魯の紬砂

を挾みその上部に砂管を多産す為砂層を伴う,音江

別砂利採取場から膚狩低地帯グルｰプ獄二枚員28種

巻則ゑ種を報告しているカ麦比較的多産する興化看は篤

∫伽湖,肋ゐ倣6榊…伽榊,ん湖虚㈱あ伽幼肋紡垂

ハ伽鋤鮒脈伽手切3壷のほか三味線景五綱馳加鞭｡が

瓢鰯

野灘鰯下部

繋湖1j砂琴臓機�
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多産する.それ故獅子内層と同時代の堆積物である

とすると特殊な堆積藻境を携窟する必要がある白一

方野幌層⑳海成層は中位段違堆積物として太平洋

側まで追跡でき太平洋側に野幌層の海か広がっていく

ことがわかっでいる.蜜た野幌層卵の砂管は中部

層でも身つの型にわけられる封員化石帯から産するも

のは砂管の屈曲が著しく枝分れし枝分れ部に球部を

もつα搬蛾鮒搬の巣孔紀よく似ている､このことか

らも内湾性の繋境で堆積し花ものと思われる,さらに

上部の礫まじりの串～細粒砂の巣孔は巣孔断面が円形

で壁面にシルトの壁をもつことより吻徽脇のもの

に似ている.しかし壁繭のシルト淋二次的なも狗で

あるとするとスナガニ科のものしが誇克る勅赦い宙

なお巣孔にともなうμ8鹸からみる忽俄泌燃螂燃

のような食性のものもいる蔓を秘わかる苦い減れ級レ

ても砂管のある砂層までは}遠の内湾畿り瀬海成の

堆積物であろう,

上都綴本層は砂1粘土の互層を圭をし火山灰

および礫牽挾んでいる｡支笏降下軽看維積物随下の雄

層にはとき紀亜炭を挾1有むでいる｡この亜1炭欄幾⑳

年代は至雀Cで2§葦宴00±600y遣丑(G菰㌻7物お糊粥篶芯

いる｡この上部層は江別段猛潟ぷび船位段症を構成

しており南部ではシルト層肺縫砂管蜜産栽る筍闘為

しこの砂管は多数のアシ⑱塞を裁嵩な淳典型的な泌

ンケイガニ亜科の巣孔でζの堆積物は河口もしくは

旧石狩川下流城の堆積物ではながあうが苗護施ζの

相当層からC獅舌加必sp｡および4舳ゐ〃αsp.が産

出す繍童純然淀る海棲種は報告されていない.

これら野幌層当獅子内層1伊漣山層との関係はつい

ては凄芯多くの闇題然あ肋ミ現在のところ地形面

から次のように考克られよう.

蹄

穣

統

灘

穣

繊

縛綴澄嬢

粉飾大凶腿

恵庭火山灰

石狩丘陵

石狩砂丘堆積物

衷鱗鯵下鰹膚流擁薇物紅鞠山融尻擁穣働

法鰯殿澄(野灘鰯血鵜)艦紋段盈(艦趨蠣)

灘幌駿澄く嚢搬懸瞭部)概騨澄(撚納蹴

轍燦艦漢び竹泌駿澄(灘糠鰯不鵜簑繭彼駿澄

ζ鏑翻嚢舵鱗遺窯蕨》

焚餓

麟江カ(蝸蓼):洪積徴1獺矛肉燭麓の算他賓新螢代の概

究滋簑吉鰯

宥狩鰯地帯め陰ダ(至鰯)1挑海遠野鰯猛陵⑳錦鯉剰ζ効･

疋地球科察鮎甜鷲

鐙規俊弘(脇警):餐万分の至地質問幅蜻狩3潟ぷ渉岡識鯛

欝鋤質調麓蕨

耽州努鋸1弛嚢縞(鵬嵩)餐万鈴の至地蟹関幅ζ札鰯潟畿

び閥説鯛欝遺並飽矛欝源鰯養所

長罵賜(蝸遂)1耽海道紀捌夕墨後瀬棚期の海蔵化孫層地

質学雑誌棚｡姐触｡遂雛

畏属巧(豆螂)1孝順一苫小敬低地欝(腐糠燭飽猪)

爽都教授鑑順調念論文簾(夏至)

雛至聰

鍔鞭鰯準翻の

他肴窃簾猪�
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大島和雄･他5名(19館)1兆海道淡鐵マ湖の生態学的微究

ηo.6道立水産試験揚報費

大島和雄1佐竹俊孝(螂8):宥狩湾か蔭操簾し花軟体動物に

ついて地質鰯養所北海道曳所講演襲欝録

���

大島和雄(1969):紅葉山砂圧形成紀ついての一考察地質調

査所北海道支所講演要旨録鰍2c

Oinomikado,T.(隻937):M⑪晦蹴鰍恥灘三三竈董顯搬童細則赤

StOCe笛蓬コ)罎pO§籔⑩f蓬豆魯三独籔重量狐丁6も嚢重滋曲

㎜uraIsikari･9u巫,Hokk慧id姦,主ゾ｡郷汽0鐙一

｡8.3鰍汲籔鰍珪棚山側狐鋤.529

俵命保雄1森紛虎彦(雌6)1北海道宥狩鰯野幌丘陵の地質

有漁技術協会議洲､ユ6n⑩｡δ

頭上攻敏(工撒):牝海道の海捧地形紀ついて(nI)地理教育

榊玉､エ護荻Φ｡§

高柳洋春(1963)1鋤脇鰯の衛耽幽化看欝ぽ俄･て地質学雑

諸榊五｡鯛鷲⑪.69王

{嗣秀三(工1燭)1札幌のアイ黒地名嚢噂ねて楡書房

ψP久之助1他曇名(王9徽):北海道水理地質図幅説明書

舷魯｢札幌J遺並地下資源調査所

萎1鰍鰯

騎蝿燭率鶏

繊欝犯蝦

劔鰯

野幌溺綿織

砂欝他孫�


